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◆
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
動
中
止

と
廃
炉
を
求
め
る
意
見
書

　

福
島
第
１
原
発
か
ら
20
㎞
圏
内

は
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
立
ち
入

り
禁
止
区
域
に
な
っ
て
い
る
が
、

東
海
第
２
原
発
か
ら
同
じ
20
㎞
圏

内
に
は
茨
城
県
庁
も
含
ま
れ
多
く

の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
る
。
東
海

第
２
原
発
で
事
故
が
起
こ
れ
ば
、

60
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
本
市
は
も

ち
ろ
ん
、
関
東
全
域
に
予
測
不
能

で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
と

な
る
。

　

福
島
第
１
原
発
事
故
の
収
束
の

目
途
が
い
ま
だ
立
た
ず
、
報
告
さ

れ
る
放
射
線
測
定
値
に
苦
慮
し
て

い
る
な
か
、
さ
ら
に
東
海
第
２
原

発
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
な
が
ら

の
生
活
は
、
住
民
に
と
っ
て
苦
し

み
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

　

市
民
に
か
か
わ
り
の
あ
る

問
題
で
も
、
そ
れ
が
国
の
仕

事
で
あ
っ
た
り
、
県
の
仕
事

で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
市

の
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
本
市
議

会
の
意
思
と
し
て
、
国
や
県

な
ど
の
関
係
行
政
機
関
の
ほ

か
、
政
府
な
ど
に
「
意
見
書
」

を
提
出
し
て
問
題
の
積
極
的

な
解
決
を
求
め
ま
す
。

意
見
書（
要
旨
）
　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
並
び

に
関
係
機
関
に
お
い
て
は
、
下
記

事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。

一　

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
動
を

認
め
な
い
こ
と
。

二　

東
海
第
２
原
発
の
廃
炉
を
事

業
者
に
求
め
る
こ
と
。

【
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務

大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
農
林
水

産
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・
環
境

大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
消

費
者
）・
茨
城
県
知
事
】

◆
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改

正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用
を

促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

　

今
日
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観

点
か
ら
も
、
資
源
の
無
駄
遣
い
に

よ
る
環
境
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
レ
ジ
袋
な
ど

は
、
先
進
国
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ

ア
の
国
々
で
も
、
無
償
配
布
禁
止

の
法
制
化
や
課
税
な
ど
国
レ
ベ
ル

の
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
土
浦
市
議
会
は
、
我

が
国
の
一
日
も
早
い
持
続
可
能
な

社
会
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
以
下
の
と

お
り
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

を
改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用

を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定

を
強
く
求
め
る
。

一　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

役
割
分
担
を
見
直
し
、
分
別
収

集
・
選
別
保
管
の
費
用
を
製
品

の
価
格
に
含
め
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

二　

リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）、

リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）を
促
進
す

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
様
々
な

制
度
を
法
制
化
す
る
こ
と
。

①　

レ
ジ
袋
な
ど
使
い
捨
て
容
器

の
無
料
配
布
を
禁
止
し
、リ
ユ
ー

ス
容
器
の
普
及
を
促
す
こ
と
。

②　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
分
別

収
集
袋
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
袋
等

も
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
対
象
に
加
え
る
こ
と
。

三　

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
仕
組
み
を
新

た
に
法
制
度
化
す
る
こ
と
。

【
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
環
境

大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・
農
林
水

産
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
財
務

大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
消

費
者
）】

◆
防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

中
央
防
災
会
議
の
「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地

震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調

意
見
書
（
要
旨
）

査
会
」が
平
成
23
年
９
月
28
日
に

取
り
ま
と
め
た
報
告
に
お
い
て

も
、
防
災
会
議
へ
女
性
委
員
を
積

極
的
に
登
用
し
、
こ
れ
ま
で
反
映

が
不
十
分
で
あ
っ
た
女
性
の
視
点

を
取
り
入
れ
る
こ
と
へ
の
配
慮
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
以
下
の
項
目
に
つ

い
て
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

一　

中
央
防
災
会
議
に
少
な
く
と

も
３
割
以
上
の
女
性
委
員
を
登

用
す
る
こ
と
。

二　

地
方
防
災
会
議
へ
女
性
委
員

を
積
極
的
に
登
用
す
る
た
め
、

都
道
府
県
知
事
や
市
区
町
村
の

長
の
裁
量
に
よ
り
、
地
方
防
災

会
議
に
有
識
者
枠
を
設
け
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
を
速
や
か
に
行
う

こ
と
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
総

務
大
臣
・
防
災
担
当
大
臣
・
男
女

共
同
参
画
担
当
大
臣
】

―
決　
議
―

◆
日
本
原
子
力
発
電
東
海
第
二
原

発
の
再
稼
動
を
断
念
し
廃
炉
を

求
め
る
決
議

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

る
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ

て
、
大
量
の
放
射
能
が
大
気
、
海

洋
に
放
出
さ
れ
る
な
ど
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。

　

平
成
11
年
、
東
海
村
に
あ
る
Ｊ

Ｃ
Ｏ
の
施
設
で
核
燃
料
が
臨
界
事

故
を
起
こ
し
２
名
の
作
業
員
が
死

亡
、
666
名
の
村
民
が
被
爆
し
た
。

福
島
第
一
原
発
事
故
や
東
海
原
発

に
お
い
て
は
、
そ
の
教
訓
が
生
か

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
大
惨
事
を
引

き
起
こ
し
た
。

　

仮
に
東
海
原
発
が
大
事
故
を
引

き
起
こ
す
と
、
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

圏
内
に
約
100
万
の
人
々
が
暮
ら
し

て
お
り
、
さ
ら
に
首
都
圏
に
及
ぼ

す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

原
発
は
ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ

る
と
制
御
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
な
り
、
安
全
は
絶

対
で
は
な
い
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
収
束

の
見
通
し
も
立
た
ず
事
故
の
解
析

も
で
き
て
い
な
い
。
し
か
も
、
使

用
済
核
燃
料
処
理
も
未
解
決
の
ま

ま
で
あ
る
。


